
　
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
追
加

　
交
付

　

３
月
28
日
閣
議
決
定
さ
れ
た
国
の

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
備
費
を
財

源
と
し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
」
の
追
加
交
付
が
決
定

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
交
付
金
は
、
物
価
高
騰
の

影
響
を
受
け
た
生
活
者
や
事
業
者
支

援
策
の
「
推
奨
事
業
分
」
と
、
低
所

得
世
帯
の
負
担
軽
減
策
の
「
低
所
得

News議会ニュース

令和５年 第２回町議会臨時会行

政

報

告

令和５年第２回町議会臨時会が４月26日に招集され、

議案８件が審議され、同日閉会しました。

　そのあらましについてお知らせします。

世
帯
支
援
分
」
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

当
町
へ
は
同
月
29
日
、「
推
奨
事
業

分
」
と
し
て
、
１
，
８
３
２
万
３
千

円
を
上
限
と
す
る
配
分
通
知
を
受
け

ま
し
た
。
な
お
、
「
低
所
得
世
帯
支

援
分
」
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
の
限

度
額
数
値
に
錯
誤
の
可
能
性
が
あ

り
、
５
月
中
の
正
式
修
正
通
知
が
待

た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

「
推
奨
事
業
分
」
の
基
本
的
な
考

え
方
は
、
こ
れ
ま
で
の
同
交
付
金
制

度
と
大
き
な
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
等

の
物
価
高
騰
に
直
面
す
る
生
活
困
窮

者
や
事
業
者
へ
の
負
担
軽
減
措
置
に

重
点
化
し
た
地
方
独
自
対
策
を
期
待

す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
ま
し
て
は
、
国
の
同
交
付

金
の
使
途
や
制
度
運
用
方
針
等
を
踏

ま
え
て
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
町
独

自
の
「
３
つ
の
視
点
」
と
、
「
限
ら

れ
た
交
付
金
予
算
の
執
行
期
限
と
財

源
の
有
効
活
用
」
、
「
計
画
事
務
事
業

の
実
行
性
の
確
保
」
な
ど
に
留
意

し
、
ま
た
、
「
低
所
得
世
帯
支
援
分
」

に
係
る
国
の
限
度
額
修
正
通
知
の
結

果
や
、
北
海
道
の
同
交
付
金
活
用
対

策
事
業
の
予
算
化
の
動
向
等
も
注
視

し
、
本
町
の
実
施
計
画
事
業
案
の
取

り
ま
と
め
と
予
算
化
を
急
い
で
ま
い

り
ま
す
。

　
開
発
局
・
美
国
小
学
校
裏
国
道

　
避
難
階
段
整
備
事
業

　

４
月
６
日
、
「
美
国
小
学
校
裏
国

道
避
難
階
段
整
備
事
業
計
画
説
明

会
」
が
開
か
れ
、
北
海
道
開
発
局
小

樽
開
発
建
設
部
か
ら
事
業
計
画
の
概

要
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
整
備
後
の
同
施
設

の
照
明
や
、
国
道
到
達
地
点
の
避
難

場
所
等
の
整
備
充
実
対
策
に
つ
い
て

の
要
望
が
開
発
局
と
町
に
対
し
て
あ

り
ま
し
た
。

　

町
と
し
ま
し
て
も
、
国
へ
の
早
期

完
成
の
要
望
運
動
と
と
も
に
、
地
域

の
要
望
事
項
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

議
案
第
１
号

　
積
丹
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　

国
の
令
和
５
年
度
税
制
改
正
に
伴

う
積
丹
町
税
条
例
の
所
要
の
整
備
を

図
る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
。

　

主
な
改
正
点
は
、
森
林
環
境
税
の

導
入
、
個
人
町
民
税
に
係
る
扶
養
親

族
等
申
告
手
続
の
簡
素
化
及
び
軽
自

動
車
税
種
別
割
の
税
率
の
特
例
措
置

等
。

　

ま
た
、
改
正
条
例
の
施
行
日
に
つ

い
て
は
、
改
正
関
係
規
定
に
よ
り
令

和
５
年
４
月
１
日
遡
及
適
用
、
令
和

５
年
７
月
１
日
施
行
、
令
和
６
年
１

月
１
日
施
行
及
び
令
和
７
年
１
月
１

日
施
行
と
、
異
な
る
施
行
日
と
す
る

も
の
。

   
 
   

 
   

 
   

 
  

（
原
案
可
決
）

   
 
   

 
   

 
   

 
     

   
   

議
案
第
２
号

　
積
丹
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

国
の
令
和
５
年
度
税
制
改
正
に
伴

う
積
丹
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

所
要
の
整
備
を
図
る
た
め
、
本
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

主
な
改
正
点
は
、
国
民
健
康
保
険

税
の
国
の
課
税
限
度
額
と
の
差
異
の

解
消
と
、
令
和
12
年
度
を
目
途
と
す

る
道
内
市
町
村
の
課
税
限
度
額
及
び

保
険
税
率
の
統
一
化
の
動
向
等
を
踏

ま
え
、
積
丹
町
国
民
健
康
保
険
審
議

会
の
答
申
を
経
て
、
国
民
健
康
保
険

税
の
課
税
限
度
額
を
現
行
１
０
０
万

円
を
４
万
円
引
上
げ
国
の
法
定
限
度

額
と
同
額
の
１
０
４
万
円
に
す
る
も

の
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
の
５

割
・
２
割
軽
減
の
対
象
と
な
る
世

帯
の
所
得
判
定
基
準
を
国
の
基

準
額
に
基
づ
き
、
５
割
軽
減
は

５
千
円
、
２
割
軽
減
は
１
万
５
千

円
そ
れ
ぞ
れ
引
上
げ
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
原
案
可
決
）

議
案
第
３
号

　
町
道
の
認
定
に
つ
い
て

　

北
海
道
開
発
局
の
美
国
小
学
校
裏

国
道
避
難
階
段
整
備
と
、
余
別
漁
港

背
後
旧
国
道
危
険
箇
所
整
備
に
伴
う

同
整
備
施
設
の
国
か
ら
町
へ
の
引
渡

や
移
管
を
受
け
る
各
道
路
施
設
に
つ

い
て
、
町
道
「
美
国
小
学
校
高
台

線
」
及
び
「
余
別
臨
港
線
」
と
し
て

新
た
に
認
定
す
る
た
め
、
道
路
法
の

規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
に
付
す
る

も
の
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
原
案
可
決
）

議
案
第
４
号

　
令
和
５
年
度
積
丹
町
一
般
会
計
　

補
正
予
算
（
第
1
号
）
に
つ
い
て

　

道
路
維
持
費
（
婦
美
黒
岡
橋
橋

梁
修
繕
実
施
設
計
委
託
料
）
１
，

１
０
０
万
円
、
同
（
新
美
国
橋
修
繕

工
事
）
５
，
０
０
０
万
円
、
道
路
除

雪
費
（
除
雪
機
械
購
入
事
業
）
３
，

審
議
さ
れ
た
案
件

広報しゃこたん令和５年６月号
2



　
地
域
生
活
公
共
交
通
維
持
対
策

美
国
～
余
別
間
代
替
交
通
確
保

　

北
海
道
中
央
バ
ス
株
式
会
社
が
運

行
す
る
積
丹
線
美
国
～
余
別
間
の
９

月
末
で
の
路
線
廃
止
に
伴
う
10
月
か

ら
の
代
替
交
通
対
策
に
つ
い
て
は
、

町
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
で

の
検
討
協
議
を
経
て
新
た
な
本
町
の

地
域
公
共
交
通
体
系
の
構
築
を
目
指

す
基
本
目
標
（
積
丹
町
地
域
公
共
交

通
計
画
）
を
策
定
し
、
そ
の
個
別
実

News議会ニュース

令和５年 第３回町議会臨時会

令和５年第３回町議会臨時会が５月16日に招集され、

議案１件が審議され、同日閉会しました。

　そのあらましについてお知らせします。

３
０
０
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
31
億
９
，

９
３
６
万
１
千
円
に
す
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
原
案
可
決
）

議
案
第
５
号

　
令
和
５
年
度
積
丹
町
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て

　

施
設
管
理
費
（
神
岬
地
区
水
道
施

設
更
新
工
事
）
５
，
５
０
０
万
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
１
億
７
，
７
１
８
万
６
千

円
に
す
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
原
案
可
決
）

行

政

報

告

施
計
画
と
な
る
同
代
替
交
通
対
策

（
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
運
行
計
画

案
）
を
検
討
中
で
す
。　
　
　
　
　

「
味
処
し
ゃ
こ
た
ん
」
の

　
民
間
譲
渡
の
対
応
状
況

優
先
交
渉
民
間
事
業
者
決
定

　
　

　

３
月
１
日
か
ら
４
月
14
日
ま
で
の

公
募
期
間
中
に
、
町
内
の
民
間
事
業

者
２
社
か
ら
応
募
書
類
の
提
出
が
あ

り
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
選
定
委

員
会
で
の
書
類
審
査
及
び
ヒ
ア
リ
ン

グ
審
査
の
結
果
、
積
丹
町
大
字
美
国

町
字
大
沢
６
９
８
番
地
２

㈱
し
ゃ

こ
ま
る
（
代
表
取
締
役　

奈な

ら良

亘わ
た
る）

を
優
先
交
渉
権
者
と
し
て
決
定

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
か
ら
の
民
営
化
に
向

け
て
、
同
優
先
交
渉
権
者
の
当
町
の

立
地
や
観
光
資
源
等
の
優
位
性
に
対

す
る
評
価
と
、
同
施
設
の
高
度
活
用

を
通
じ
た
本
町
の
地
域
活
性
化
へ
の

熱
意
に
つ
い
て
、
同
社
か
ら
議
員
各

位
へ
ご
紹
介
い
た
だ
く
機
会
を
お
願

い
し
ま
す
。

▲味処しゃこたん

▲新美国橋

議
案
第
６
号

　
令
和
５
年
度
積
丹
町
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）
に

つ
い
て

　

施
設
管
理
費
（
日
司
地
区
集

落
下
水
施
設
更
新
工
事
）

５
，

５
０
０
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
１
億
２
，

５
３
９
万
２
千
円
に
す
る
も
の
。　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
原
案
可
決
）

議
案
第
７
号

　
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

　

積
丹
町
副
町
長
に
十そ

ご

う河

昌ま
さ
ひ
ろ寛

氏

（
満
69
歳
）
を
選
任
す
る
た
め
、
地

方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
同

意
を
求
め
る
も
の
。　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　

（
同
意
）

議
案
第
８
号

　
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
　

つ
い
て

　

積
丹
町
教
育
委
員
会
教
育
長
に
原は

ら

光み
つ
ひ
ろ宏

氏
（
満
64
歳
）
を
任
命
す
る
た

め
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
議

会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

     

（
同
意
）

10
月
か
ら
の
代
替
バ
ス
運
行
計
画

（
案
）
に
つ
い
て
の
町
内
地
区
説
明
会

を
６
月
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

議
案
第
１
号

　
令
和
５
年
度
積
丹
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

　

水
産
振
興
費
（
日
司
地
区
製
氷

貯
氷
施
設
整
備
事
業
補
助
金
）
８
，

５
１
７
万
５
千
円
、
北
後
志
消
防
組

合
負
担
金
（
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
更

新
事
業
）
８
，
８
８
５
万
円
、
小

学
校
費
（
余
別
小
学
校
改
修
工
事

費
）
６
，
０
０
０
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

34
億
３
，
３
３
８
万
６
千
円
に
す
る

も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

審
議
さ
れ
た
案
件

広報しゃこたん令和５年６月号
3


